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那覇市立地適正化計画

計画の改定に向けた

住民説明会

0

本日のプログラム

1

開会のあいさつ 【３分】

立地適正化計画の説明 【３０分】

質疑応答・意見交換 【４０分】

休憩中に周辺の方々と意見の共有

休憩（参加者同士の共有含む） 【１０分】

閉会のあいさつ 【３分】

全体で約９０分を予定しています。
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立地適正化計画の説明の流れ

2

立地適正化計画とは何か？ P3～13

那覇市における立地適正化計画とは？ P14～19

新たに検討していることは？ P20～32

キーワード
・将来を見据えた居住誘導の考え方の検討
・防災指針の策定

本日の説明の流れ

3

立地適正化計画とは何か？

那覇市における立地適正化計画とは？

新たに検討していることは？

キーワード
・将来を見据えた居住誘導の考え方の検討
・防災指針の策定
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立地適正化計画とは

4

立地適正化計画とは何か？



コンパクトシティ政策の方針

5

立地適正化計画とは何か？
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立地適正化計画の効果

6

立地適正化計画とは何か？

よくある誤解

7

立地適正化計画とは何か？



正しい認識誤解

○ 中心拠点だけでなく、生活拠点
も含めた多極ネットワーク型の
都市構造を目指す

× 都市の中心部の一個所に全てを
集約させる

○ 一定エリアで人口密度の維持を
目指すが、都市郊外部や農村部
についてもそれぞれ居住環境を
確保する

× 全ての人（住宅）を一定のエ
リアに集約させる

○ インセンティブを講じ、時間
をかけながら誘導する

× 都市郊外部や農村部で居住を規
制し、強制的に移転させる

○ ⾧期的な取り組みであり、急激
な変動は見込まれない

× 都市機能誘導区域、居住誘導区
域内外で地価水準が大きく分か
れ、格差が生じる
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立地適正化計画の構成

8

立地適正化計画とは何か？

各区域のイメージ（解説）

9

立地適正化計画とは何か？
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居住誘導区域の解説

10

立地適正化計画とは何か？

都市機能誘導区域の解説

11

立地適正化計画とは何か？
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誘導施設の解説

12

立地適正化計画とは何か？

防災指針の解説

13

立地適正化計画とは何か？
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8

本日の説明の流れ

14

立地適正化計画とは何か？

那覇市における立地適正化計画とは？

新たに検討していることは？

キーワード
・将来を見据えた居住誘導の考え方の検討
・防災指針の策定

都市構造の考え方

15

那覇市の計画とは？

中心拠点

副次拠点

地域拠点

空港・港

広域都市軸

地域連携軸

交流補完軸
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9

拠点区域（都市機能誘導区域）

16

那覇市の計画とは？

中心拠点

副次拠点

小禄
地域拠点

真和志
地域拠点

首里
地域拠点

居住誘導の概念

17

那覇市の計画とは？



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居住環境形成区域（居住誘導区域）

18

那覇市の計画とは？

中心拠点

副次拠点

小禄
地域拠点

真和志
地域拠点

首里
地域拠点




拠点区域に誘導する施設

19

那覇市の計画とは？


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11

本日の説明の流れ

20

立地適正化計画とは何か？

那覇市における立地適正化計画とは？

新たに検討していることは？

キーワード
・将来を見据えた居住誘導の考え方の検討
・防災指針の策定

現計画の検証

21

新たな検討






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現計画策定以降の変化

22

新たな検討







計画の改定に向けた方向性

23

新たな検討




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自治会アンケート

24

新たな検討



自治会アンケート結果

25

新たな検討


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自治会アンケート

26

新たな検討



自治会アンケート結果

27

新たな検討


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15

自治会アンケート

28

新たな検討



自治会アンケート結果

29

新たな検討


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自治会アンケートその他意見:施設

30

新たな検討

具体の内容地域

・ホームセンターは市外へ車で行かないとない。
・幹線道路沿いの建物の建替えにより、お店がなくなっていっている。
・近くのスーパーは徒歩や自転車で利用できる。
・周辺には施設が揃っており、歩いて暮らすこともイメージはできる。

本庁

・近隣にスーパーがあるのと、家族の送迎により現時点では施設に不便
はない。
・集会所周辺を中心に地域のつながりを強化しようとしている。

真和志

・市外のスーパーへ車で送迎してもらえる買物支援事業がある。
・大通り沿いにはスーパーなどがあるため、ある程度の日常生活には不
便がない状況である。

首里

・移動スーパーが集会所に来る。利用者は自治会の役員が送迎している。
・近くにスーパーはあるが、行きは歩けるが帰りは荷物があるのでタク
シーを使う人もいる。
・大型商業施設は、様々な機能が入っており、便利と捉えがちな一方で、
高齢者にとっては規模が大きすぎる。

小禄

自治会アンケートその他意見:日常の移動

31

新たな検討

具体の内容地域

・公共交通の利便性は向上してきてはいるものの、日常の移動は自動
車やタクシーに依存する傾向が強い。
・公共交通だけでの生活は困難と感じる。
・路線バスは市外へ出ようとすると料金が高額になる。
・時間帯により渋滞が発生し、避けないといけない道がある。
・自転車も移動の選択肢の一つ。

本庁

・バス・モノレールが近くにあるため、移動の選択肢は複数ある。
・地域内は高低差があり、坂があるため、買物・防災上などで高齢者
にとっての課題となる。

真和志

・幹線道路沿いにバスは運行しているが、そこまでの距離、高低差を
考えると利用しにくい。
・今後地域内を歩かないといけなくなった際に、道路の狭さからくる
危険性は課題となる可能性がある。
・地域内の道路が狭く、福祉バスの運行が難しい。

首里

・地域の近くにあるバス停は本数が少ない。
・高齢者の移動を支援する福祉タクシー、乗合タクシーが必要。
・歩くには目的地までの距離もそうだが、高低差も課題となる。
・歩くにも、道幅や歩道の傾斜が課題である。

小禄
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自治会アンケートその他意見:防災

32

新たな検討

具体の内容地域

・避難訓練を実施していないため、津波発生の対応に不安がある。
・実際の災害の経験が少ないので、自治会の対応力や住民の避難行動が
不安である。
・久茂地川は最近洪水もなく、災害に対して安心している状況にある。
・周辺にある避難ビルの共有が必要である。
・災害時に避難を支援する人（若者）の確保が課題である。

本庁

・国場川は最近洪水もなく、災害に対して安心している状況にある。
・災害時の避難所の場所や避難経路については周知が進んでいない。
・避難所運営のためには隣接する自治会とのつながりの強化という課題
もある。

真和志

・買物支援事業などを通して、住民同士のつながりは強い。
・近年は大きな被害等もないことから、災害への危機意識は薄い状況に
ある。
・高齢者が多く、災害時に助け合いが不安である。

首里

・避難するというよりは自宅に留まるほうが安全という意識があり、避
難をする想定をしていないので課題も浮かんでいない。
・地域の助け合いには民生委員の方との連携が必要である。

小禄

ご清聴ありがとうございました。

33


